
高度物流人材の育成・確保に関するワークショップ 提言

「物流起点の価値創造を実現する人材の育成に向けて」概要 （令和５年３月３０日）

物流は原材料や部品、商品の調達、生産・製造、販売に至るサプライチェーン
全体を見渡すことができる立ち位置。物流を起点として、革新的な商品・サービ
スを創造したり、従来のビジネスプロセスを抜本的に革新したりすることが可能。

Ⅰ．高度物流人材の育成・確保の重要性と本書の目的・対象者

①デジタル化に対応し、データドリブンで思考する能力
…デジタル化・データサイエンスに関する知識や、これを物流分野に適用する能力

②サプライチェーンを全体最適化の視点からマネジメントする能力
…物流に加え関連する業界全体を俯瞰的に把握し、物流と製造、販売等のサプライチェーンの各段階を理解し、全体をマネジメントする能力

③社会変化に対応し、新技術導入や異分野連携を推進できる能力
…様々な社会の変化を 把握し、物流にまつわる現状分析や課題設定を的確に行い、企画・立案に適切に生かす能力

Ⅱ．今後求められる高度物流人材像 ＜特に重要性が高いと考えられる能力＞

物流に関する専門的な知識・ノウハウ・技術・アセットといった自社の経営資
源を使い、荷主企業の新たな付加価値創造を提案・主導・支援することが
できる立場。

物流は価値創造の起点であり、高度物流人材はその担い手。
高度物流人材の育成・確保は、企業経営における先行投資であり、物流教育プログラムは、企業のビジネス革新のインキュベーター。
本書は各企業の経営者層や人事を担う方々をはじめ幅広い関係者に読んでいただくことを期待している。

Ⅳ．人事制度・評価制度との連携

Ⅲ．取り上げている事例

日本企業においても、今後ジョブ型雇用が拡大し、労働市場の流動性が高まっていくことを見越して、
荷主企業・物流企業を問わず、高度物流人材のエキスパートとしての待遇やキャリアパスのあり方
を含む人事制度改革について、教育・研修体系とセットで、中長期的な観点から検討が必要。
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Ⅴ．今後の課題

物流の課題解決や、物流から発想したイノベーション創出のため、全ての業種で物流人材の重要性
に目が向けられ、取組が進められることが重要。企業経営者含む関係者への物流の価値発信や、
大学・教育機関、企業・団体、行政の連携による物流人材育成の動きをサポートする体制の構築
が必要。

＜物流を起点した付加価値創出事例＞
(１) 海上コンテナの世界規模での標準化
(２) F-LINEプロジェクト（業界内での大規模な物流共同化事例）
(３) ビール４社物流共同化（業界内での大規模な共同化事例）
(４) ヤマト運輸株式会社におけるメディカル・コールドチェーン（最先端技術の活用事例）
(５) ASKUL株式会社におけるオフィス通販からのトランスフォーメーション
(６) 花王株式会社におけるスマートSCMとデジタルイノベーションプロジェクト

＜企業における物流教育プログラムの事例＞
(１) 花王株式会社「ＳＣＭ部門の人財開発」
(２) 日清食品株式会社「NISSIN ACADEMY」及び「SCM ACADEMY」
(３) サッポログループ物流株式会社「サッポロロジスティクス★人づくり大学」
(４) ヤマト運輸株式会社「Yamato Digital Academy」
(５) センコーグループホールディングス株式会社「センコーユニバーシティ」
(６) 日本郵船株式会社「NYKデジタルアカデミー」
(７) プロロジス「プロロジスアカデミー」
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